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名古屋千種ロータリークラブ
承認 1982年Sg24B

例会日 火曜日： 12：30

例会場 愛知厚生年金念館
事務局 TEL763-511OFAX763-5121

会長 吉'圃節美

幹事 石黒正則

会報･雑誌委壹長大口弘和

題写黒野溝手

ー

ロータリーの夢を追い続けよう FOLLOWYOURROTARYDREAMNo.26

1998-99年庇RI会睡ジエームスレレインー
閏

本年は己卯（つちのとう）の年です。音で「きぽう」

です。己は十干の6恭目です。‐'一干は甲乙丙l-戊己庚

辛壬癸（こう・おつ・へい・てい・ぽ・き・こう．し

ん・じん・き）の総称で、 もとは日を表す符号であっ

たようです。卯は-|- i支の'1番目。十二支は子趾寅ﾘll

辰LL午未申酉戌亥の総称で、初めは12ヶ月の月を表わ

す符号であったようです。この-'一干と十二支をﾎ|~lみ合

わせたものを干支（かんし・えと）と呼びますが、そ

の組み合わせで、 ’二｜ ・ ｝二1 ．年を特定する様になりまし

た。そして、全ての現象を陰と|場の2つの気の働きで

理解する陰|場思想に、世界の全ては木火土金水の5つ

の要素で成り立つと説Iﾘlする汎行思想の、 2つの思想

が結びついて中国古代思想であります陰陽五行思想も

影響します。

十千を木火土金水（もくかどこんすい）に|記し、

夫々に陽（兄・え） ・ '陰（弟・と）を配します。甲は

木の兄できのえ、乙は木の弟できのとです。 ‐|･･二支に

も同じ様に配し、 |場干と|場支、陰干と陰支を結びつけ

ますと、六-'一干支になります。 ‐|-干の1恭目の「甲」

と十二支の1番目の「子」を組み合わせて甲子（かつ

し・ きのえね)、次の年は夫々の2番目の「乙」と

｢丑」を組み合わせて乙丑（いつちゅう ． きのとう

し）……となります。陰と|場が結びつくことはないの

で、甲丑（きのえうし)、乙寅（きのととら)、などと

いう干支はありえない訳です。甲と子、乙と11， 1ｿﾘと

頭……と、干支を作っていくと1O悉目に癸酉ができ、

次は甲と戌、乙と亥．．…･と、作っていくと60の干支が

できます。この干支の組み合わせは中国では3000年以

上変わらずに連続しており、 日本の歴史では60年以上

使われた年号は昭和以外ありませんから、平成己卯と

いえば平成11年(1999)のことだとわかり、大変催れ

た記年法であります。61年目に鎧初の干支に戻り、暦

が初めに還るところからこれを蓮暦とする訳です。ま

たこの-'一千十一皇支、陰|場五行等を用いて運命学ができ

あがっていますが、皆さんご自分の十干十二支と別紙

の資料を見られて、自省してみられるのもたまには良

いかもしれません。
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錫"我等の生業”

密黙想～福は内〃～

錫出席報告
へ
員 71(67)名 出席 52名垂

出席率 7761%

前々回 l j=1 191二I (修正出席率) 96.97%

囮ビジター数 221名

囮ニコボックスは紙面の都合上、次回掲載と致します。

石黒幹事報告

1 .次回午後5時より名古屋観光ホテル3階にてライ

ラセミナー準備委員会を開催致しますので、担当者

はお忘れなくご出IAF下さい。

へ

佐野職業奉仕委員長挨拶

本'二Iは多数のご出Iﾊｾ有雌うございます。

吉田宮司にご祈祷して頂き、又先程は豆打ちも致し

ましたので、皆様沢IIIの編を頂いてお帰り下さい。

「-'--|皇-|-~弓支のはなし」

会員吉田玄君（城lll八l幡宮

;IMMYM"

窃講話

宮司）

|吉田(節)会長挨拶’
I

mﾎ皿阿感“
本日は吉田宮司のお‘間折りに依り城山八幡宮に於い

て､恒例の節分会を雌していただいた訳でありますが、
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21世紀の懸け橋になろう本年度会長テーマ ｲ駕紙は11"li紙を,使川しております



･占|+|宮司始め職業拳II:の衿様大変御苫労様でございま

した。節分といえば豆まきの行事でございますが、 こ
串魁らざ

の日は鰯の頭を柊の小板にさして戸「|にさし妙り豆で

鬼は外、福は内と鴫え乍ら豆をまき悪疫退散させ、福

を招く行事があります。これは「追|雛祭」と云い宮中

の行事の様でしたが、今晩は吉田宮司に依りまして立

派に且つ厳かに節分会を催していただき、ほんとうに

有難うございました。

これで会員の皆様のj巴を払蒲していただきましたの

で‘明後日からは新しい気持で仕事に頑帳っていただ

きますことを祈念して私の挨拶とさせていただきます。

なお

皇ﾌ産､ﾌ毎,-,,-,,へ－零直
糾
合
室 ご……兵ご………ﾍ、

小林副会長の閉会挨拶と一本締めの後は、お札と
絵馬、福豆を頂戴しお開きとなりました

~~~～節分祈祷・追灘式・豆打－－~～

例会変更のお知らせ

2/19(掴、夜間例会の為18:00~

2/22(1-1)、畷111-城北RC合同例会

の為2/23(州)栄東急インにて18:30~

2/22(I1)、 1.Mの為2/25(*)名鉄ニュー

グランドホテルにて14:00～

名,li屋港RC

名11T雌窄港RC
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囹次回例会（2月16日）

クラブフォーラム
玉串を捧げ、一年の無病息災を祈念した後、災い
を払うかのように高らかに「鬼は外」良い事がめ
ぐって来ますように「福は内」と豆打ち

小l11131際奉仕委員良
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冬
云アナちゃん送別

終始笑顔で談笑して

いたアナちゃんも日本

での・年間の生活が思

い出されたのか、先生

や友人との話の中で

は、大粒の涙がほほを

つたわり、笑いあり、

涙ありの大変盛り上

がった送別会となりま

した。

そしてまた、いつか

きっと会えることを約

束してお開きとなりま

した。

平成11年1月31n(I 1)

青少年交換学生アナ

パウラさんの送別会が

スペースザグにて開雌

されました。

ロータリーのメン

バーはじめ、名短|､l･の

先生方、ホストファミ

リーの方々そして友人

など大勢の皆様方にお

集り頂き、小山朧|隙奉

仕委員長の挨拶、吉IH

会長の乾杯と続きとて

もなごやかな雰|川I鉱の

中での始まりとなりま

した。

へ

会員一人一人のメッセージの書かれた横断幕をバックに
総勢41名がアナちゃんを囲み記念写真

平成11年2月2日(火)帰I暇Iするアナ

パウラさんを名古屋空港にて火秘の

皆様方により見送りいただきました。

同使にてMARILIAERVATTI

(小牧RC) さん、 FABRICIO

POLITO(名古屋閃RC) さんも帰

l1ilされました。小山さんI今'1から

寂しいね･･ ~… （カウンセラー小杉）
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つかの間をおしむ様に談笑 沢山の人に見送られてのお別れに
アナちゃんの目にも涙が

アナちゃん、 I I本でのこの一年よく煩張りましたね。そして、 この経験を祖国ブラジルに戻って、国際奉仕のた

めに役立ててほしいと思います。
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